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本論文で取り扱うテーマは、副題にあるように、「19 世紀イスパノアメリカ文学におけ
るナショナル・アイデンティティのシンボルとしての自然」である。
このテーマは一見、既に手垢のついた、論じ尽くされたものに思われるかもしれない。
新大陸の自然を扱った詩や小説、19世紀イスパノアメリカ文学とナショナリズムの関係、
ナショナル・アイデンティティのシンボルとして扱われる自然をテーマとして論じた研究
論文は、それこそ枚挙に暇がない。本論文に直接関係し、参考文献表に挙げられた論文・
研究書を見るだけでも、その充実ぶりが窺い知れるだろう。
とはいえこれら先行研究には、重大な限界も存在する。個々の作家・作品研究において
は、先に述べたように近年のナショナリズム研究やポストコロニアリズム研究の成果を援
用し、その一角を成す形で重要な論文が盛んに発表されてきており、本論文でもその成果
は大いに利用されている。しかしそのほとんどがベリョやサルミエントといった特定の作
家の、しばしば特定の作品の分析に特化しているため、それらが積み重ねられ互いに参照
し合いながら、19 世紀半ばにはナショナリズムと自然描写の連動をほとんど自動的に行
えるような巨大で精緻な表象装置を形成するに至った過程については、未だ十分な分析が
行われていない。
これに対してイスパノアメリカ諸地域における文学表象の変化を通時的に記述するとい
う手法は、主としてイスパノアメリカ全域あるいは各国の文学通史で取られている。新大
陸の自然の独自性についての記述は、こうした文学史においてはその文学的な独自性の 1
要素として、大きく取り上げられている。しかしこのような言説においては、新大陸各地
の自然についての記述は書き手のアイデンティティ意識や言説内部のコンテクストから切
り離され、それだけでナショナル・アイデンティティを形成するものとして扱われるが、
実際にはそのような役割を付与しているのは、「ナショナルな文学史」という言説の側な
のである。
先に言及した近年のナショナリズム・ポストコロニアリズム研究では、こうした問題は
批判的に論じられてきており、そのためこうした通史的な文学史記述自体刊行されること
は少なくなっている。｢～文学史 Historia de literatura...｣と謳いながらも、特定の作家・作
品についての論考を時系列上に配置する事典的な形式を取る書物が一般化してきたのも、
その表れであろう。しかしその結果、文学とナショナリズムの関係はこうした書籍におい
ても通時的に論じられることがあまりないという、別の問題が生じてしまっている。
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こうした限界を克服するためには、現時点で成立していると思われるネイションの枠組
みを過去に向かって無批判に投影したり、逆にナショナリズムを前提とする文学史記述を
警戒するあまり、長期にわたるテキスト間の相互影響の歴史的考察までも回避してしまう
のではなく、それぞれの時代におけるネイション概念の変化との関連において、各作品に
表れているネイション観や自然描写を通時的に論じなければならない。本論文では、個々
の作家・作品分析においては近年活発に発表されているナショナリズム・ポストコロニア
リズム研究に連なる先行研究を利用しながらも、それをよりダイナミックなアーカイヴ形
成の流れの中におくことで、その文学史的な重要性をより明確にしていく。
本論文においてはそのため、2 つの通時的な変化を縦軸としながら、個々の作品の自然
描写を論じてゆく。まず第 1は、19世紀初頭の植民地時代末期から、独立戦争期を経て、
各国別の国家体制がほぼ確立する 1840 年代に至る期間における、ナショナル・アイデン
ティティの変化である。これによってスペイン本国・旧大陸との差異は意識されながらも、
帰属するべきネイションの範囲も形態も明確ではなかった時代から、新興イスパノアメリ
カ諸国がネイションの枠組みとして自明のものとされる時代への変化が、いかに各作家の
言説に影響を及ぼしているかが明らかにされる。そして第 2は、新古典主義的なパラダイ
ムに属する知の表現からロマン主義時代における主観的な認識過程への視覚に帰せられた
役割の変化であり、その影響を受けていかに各作家による自然の視覚的な描写が変化して
ゆくかを明らかにする。そして本論文では、この一見全く関係のないように思われる 2つ
の変化が、いかに緊密に結びつきながら 19世紀前半のイスパノアメリカにおいてネイ
ションと自然に関する言説を作り上げていたかを論じてゆく。
なお本論文では｢ネイション nation（英） nación（西）｣という用語が、核となる重要
な概念として頻繁に用いられるので、ここで本論文におけるその用法について確認をして
おきたい。本論文ではネイションを、ネイション・ステーツという国家の前提となり、そ
の現在における存在や将来における形成を正当化するものと考えられる、一定の文化的・
歴史的・社会的共通性を持つと想定される人間集団を指す概念の意味で用いる。既存の国
家を正当化するためであれ、新たな国家の樹立を求めるものであれ、ネイションとネイ
ション・ステーツを不可分のものとみなすイデオロギーがナショナリズムであり、こうし
た思想と連動する文学表象の変遷こそが、本論文の分析対象である。そのため本論文では、
政治的独立や国家形成とは離れても存在するものとして想像される｢民族｣や、既に国家が
存在していることを前提とする｢国民｣といった訳語は用いず、｢ネイション｣｢ネイション
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・ステーツ｣｢ナショナリズム｣に用語を統一して用いている。
また論考の対象とする作品の選択についても触れなければならない。まず本論文におい
ては、スペイン語で書かれた作品に対象を限定した。19 世紀においては、旧スペイン領
であったイスパノアメリカ諸国では、作家の移動がある程度頻繁に行われ、影響関係が存
在した。これに対して同じラテンアメリカにあっても、ポルトガル領ブラジルは言語が異
なるだけでなく、独立の時期もそこに至る過程もイスパノアメリカ諸国とは大きく異なり、
相互の文学的交流も、当時はそれほどなかった。旧仏領・英領カリブ諸国も同様である。
以上の理由により、本論文においては、イスパノアメリカ諸国の文学作品は国毎に分ける
ことなく一括して取り扱う一方、同じラテンアメリカでも、非スペイン語圏の作品は取り
扱わないこととする。
時代的には、出発点を 19 世紀初頭、独立戦争期とその前夜に定めることには異論はな
いであろう。一方本論文は 19 世紀前半で論考を打ち切るが、その理由の 1 つは純粋に便
宜的なものである。19 世紀後半に入ってからもなお、ナショナル・アイデンティティを
自然に託す文学作品は多々書かれており、重要な作品も数多く存在するが、論考が膨大に
成りすぎるため、残念ながら世紀前半でいったん区切りをつけることとした。理由の第 2
は、本論文で扱う 4 作家が関係する 1840 年代までにおいて、植民地体制下から独立諸国
への政治的な帰属先の変化と、新古典主義からロマン主義への視覚描写の変化に、一応の
区切りが付くことである。よって本論文は 1840 年代までで一区切りを付けることとする
が、それ以後の作品については、いずれ稿を改めて論ずることになるであろう。
本論文ではナショナル・アイデンティティのシンボルとしての自然描写を含む文学作品
を、できるだけ広くイスパノアメリカ各国に求めたいと考えたが、どうしても偏りが生じ
た。特に扱われる 4人の作家、アンドレス･ベリョ(Andrés Bello, 1781-1865))、ホセ･マ
リーア･エレディア(José María Heredia, 1803-1839)、エステバン･エチェベリーア(Esteban
Echeverría, 1805-1851)、ドミンゴ･ファウスティーノ･サルミエント(Domingo Faustino
Sarmiento, 1811-1888)のうち、エチェベリーアとサルミエントの 2人が「アルゼンチン」
作家であることには、異論もあるだろう。もちろんこの 2人はイスパノアメリカ・ロマン
主義を代表する作家たちであり、決してアルゼンチンにおいてのみ重要視されている存在
ではないことは言うまでもない。
しかしながらそれぞれの作家の帰属先を生国主義で判断するのか、それとも作品の刊行
地で判断するのかによっても、この分類は大きく異なる。出生地で分類するならば、本論
- 7 -
文で扱われる作家はベネズエラ 1、キューバ 1、アルゼンチン 2 となるが、作品の刊行地
で分類するなら、ベリョの 2作品の刊行地イギリス（ロンドン）を除外するとして、チリ 2、
メキシコ 1、アルゼンチン 1 となる。アルゼンチンがいずれの分類においても含まれるの
は、この国（厳密にはブエノスアイレス）が 1810年代の比較的早い時期に独立を達成し、
ロサス独裁政権が力をふるうようになる 1840 年代に入るまで、ヨーロッパの新しい思想
の導入に積極的だったことが原因である。このためアルゼンチンは、国内あるいは亡命先
において活躍し新思潮をリードする若い知識人を多数輩出することになったのである。一
方チリは 1820 年代末から比較的安定した政治状況にあり、ベリョやロサス独裁を逃れた
隣国アルゼンチンの知識人たちを積極的に受け入れていた。1840 年代からこの国が出版
拠点となっていったのはこのためであり、今回のナショナリズムと自然描写の関係という
切り口で重要な作家が取り上げられなかったのは、この切り口が限定的であったためであ
る。テーマが歴史記述とナショナリズムの関係であれば、ベリョ、サルミエントと論争を
繰り広げたチリ出身のホセ・ラスタリアが、大きく取り上げられていたであろう。
一方シモン・ボリーバルの死後グラン・コロンビア共和国が解体する混乱の中で成立し
てゆくベネズエラ、コロンビア、エクアドルや、植民地時代からの拠点都市が少なく国家
形成が遅れたメキシコ以南の中米地域、アルゼンチンとポルトガル領ブラジルの領土争い
の狭間にあって不安定な政治状況の続いたウルグアイ・パラグアイでは、国家体制の整備
や、さらにはその国家への住民の帰属意識が形成されるのが遅れたため、本論文の分析対
象として相応しいホルヘ・イサアクス（コロンビア）の『マリーア María』(1867)や、
ファン・レオン・メラ（エクアドル）の『クマンダ Cumandá』(1879)、ソリーリャ＝デ
＝サン＝マルティン（ウルグアイ）の『タバレ Tabaré』(1886)といった作品が発表され
たのは、19 世紀後半になってからであった。これらの作品は時期的にも遅く、本論文で
扱う 4人の創り上げたディスコースを前提として、自然主義など新たな文学潮流の影響を
受けながら、それを発展させる形で書かれている。したがってエチェベリーア、サルミエ
ントを 1人に絞って、かわりにこれらの作家から 1人を選ぶとなると、どうしても論の展
開が歪になってしまう。本論文で扱う現ベネズエラの首都カラカス出身のベリョの主要作
品が、いずれもベネズエラ以外の地で発表されているばかりか、その望郷の念にもかかわ
らず 1810 年以降ついに故国に帰ることが叶わないまま世を去ったのも、19 世紀前半にお
いてこれらの地域がいかに文化的活動に適していなかったかをうかがわせる。
またかつてのスペイン副王領の中心地であったメキシコとペルーは、19 世紀前半にお
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いては文化的には保守的な傾向が強く、本論文で扱うようなロマン主義の影響を受けた新
しい自然観とナショナリズム、自然描写を組み合わせた作品は生まれにくかったと思われ
る。本論文で扱うエレディアの詩作品が主に発表されたのは 1820 年代のメキシコだが、
1830 年代から 50 年代半ばにかけてはエレディアも批判するサンタ･アナが保守的な独裁
政治を行っており、この間自由主義との結びつきの強いロマン主義的な作品が普及する条
件は喪われていた。そのためイグナシオ・アルタミラーノ（メキシコ）の『クレメンシア
Clemencia』(1869)と『エル・サルコ El Zarco』(1901)のような本論文で扱われるべき作
品が登場するのは、サンタ･アナ失脚後の 19世紀後半になってからになる。一方独立戦争
期にスペイン王党派の最後の牙城となったペルーおよびボリビアは、戦乱の被害から立ち
直るのにも時間を要した。また 19 世紀後半におけるロマン主義とナショナリズムの連動
は、リカルド･パルマ(ペルー)の『ペルー伝説集 Tradiciones peruanas』(1872-1910)のよう
に、歴史に関心を寄せることによって行われており、ナショナリズムとの関連において重
要な自然描写のある作品は生まれていない。こうした特徴は同じペルー副王領が分裂して
成立したペ
ルーとチリ、および 18 世紀にラプラタ副王領に含まれる形でペルー副王領から分離され
たものの、後のアルゼンチンの基礎となるラプラタ河口域の諸地域よりもペルーと近い関
係にあったボリビアに共通してみられるが、その原因については今後の研究が待たれる。
本論文の分析対象にみられるもう 1つの｢偏り｣は、扱われる作品のほとんどが詩であり、
小説が皆無だということである。これは 19 世紀前半のイスパノアメリカにおいては、詩
が最も重要視されており、小説というジャンルの発達が遅れていたことによる。本論文で
長編詩｢虜囚｣を論ずるエチェベリーアの短篇｢屠殺場 El matadero」は、現在イスパノアメ
リカ最初の近代的短編小説として高く評価されているが、発表されたのは作者の死後であ
り、その評価もすぐに定まったわけではなかった。反ロサス自由主義者の文学者としてエ
チェベリーアやサルミエントと並び評されるホセ・マルモルは、現在でこそ長編小説『ア
マリア Amalia』(1851)の作者としてのみ知られていると言っても過言ではないが、同時
代的には本論文終章で言及する長編詩『巡歴者の詩 Cantos del Peregrino』の作者として名
声を博していた。なお｢屠殺場｣や『アマリア』、メキシコのフェルナンデス＝デ＝リサル
ディが書いた長編ピカレスク小説『ペリキーリョ・サルニエント El Periquillo Sarniento』
(1816)には自然描写がほとんど存在しないため、本論文の分析対象とはしなかった。
19 世紀前半に発表され、地域的なアイデンティティと結びついた自然描写がなされて
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いる唯一の例外的な小説は、ゴメス・デ・アベリャネーダ（キューバ）の長編『サブ Sab』
(1841)である。しかし『サブ』の自然描写は既に自然主義的なものとなっており、またそ
こで扱われるアイデンティティもナショナルなものから地域主義的なものに変わってい
て、本論文で扱う作品群と同じアーカイヴを形成しているというより、むしろ 19 世紀後
半に発展してゆくものの先駆けとなっている。このため本論文の分析対象からは除外した
が、次の時代の政治的アイデンティティと自然描写の関係を論ずる際には、真っ先に取り
上げられるべき作品である。
このように、本論文には様々な限界があり、イスパノアメリカ文学における自然描写と
ナショナル・アイデンティティの関係というテーマについて、時代を 19世紀に限っても、
網羅的に論ずるには至っていない。しかしここからさらに研究を発展させるために必要な
基礎をしっかりと据えることができるならば、本論文はその役割を果たすことができたと
考えるものである。
本論文の構成は以下の通りである。
まず第 1章では 18･19世紀イスパノアメリカおよびヨーロッパの思想史的・文化史的状
況を紹介し、本論文で分析のために用いる思想的枠組を明確にする。第 1節ではベネディ
クト･アンダーソンやホセ･カルロス･チアラモンテを援用しながら、18･19 世紀イスパノ
アメリカにおけるナショナル・アイデンティティ形成の過程とその特徴を明らかにする。
ここではイスパノアメリカ地域全体に共通する、スペイン植民地支配下の社会制度や文化
を共有するものとしてのアイデンティティ意識と、後の独立諸国を形成することになるよ
り限定された地域単位のアイデンティティ意識が、完全にどちらかに切り替わることなく、
重ね合わされたまま独立後のイスパノアメリカ住民に引き継がれていったことが示され
る。
第 2 節ではモンテスキューやルソー、カントの作品から、主として 18 世紀ヨーロッパ
においてナショナル・アイデンティティを形成する条件として意識された自然についてま
とめ、さらにアレクサンドル･フォン･フンボルトを通してのそのイスパノアメリカへの影
響について述べる。続く第 3節では、18･19世紀ヨーロッパ文化における自然への関心を、
主にロマン主義文学やピクチャレスク美学に重点を置いて紹介すると共に、視覚文化の流
行とそれと時を同じくする視覚的自然描写の隆盛について述べる。また新古典主義時代に
おいては、視覚が非時間的な理性的認識の道具としてイメージされていたことを、ミシェ
- 10 -
ル･フーコーやジョナサン･クレーリーを援用しながら確認する。
そして第 4節ではフーコー、サイードらの議論を前提に、ナショナル・アイデンティテ
ィの形成と文学や美術における自然描写がどのように結びつき機能しているかを、19 世
紀アメリカ合衆国の場合を例に示しす。続いてイスパノアメリカ文学においても行われた
この連動を論じて、北米のものよりも遥かに長く堅固な植民地支配体制下にあり、独立後
の社会を支配するクリオーリョ層と本国スペイン人との差異が不明瞭であったこの地域に
おいては、自らのアイデンティティの基盤となるべきものと意識された自然環境を、その
独自性を意識して描きながら、なおかついかにして自らをスペイン人あるいはヨーロッパ
人とは異なる主体として提示するかという課題がそこに内包されていることを、カルロス
･Ｊ･アロンソやボルヘスを援用しつつ明らかにして、後の作品分析につなげる。
第 2章と第 3章はそれぞれ、イスパノアメリカ独立期を代表する 3大詩人のうち、特に
自然を扱った作品で知られる、ベネズエラ出身のアンドレス・ベリョと、キューバ出身の
ホセ・マリーア・エレディアの一連の作品を論ずる。両者の作風は異なるが、共にスペイ
ン支配体制下で新古典主義的教育を受けて育ち、長じてからロマン主義に接したこと、ま
たラテンアメリカ独立運動が高まりを見せ、先陣を切った国々が独立を達成するのを同時
代的に体験したことにより、自然描写の意義とラテンアメリカにおけるナショナル・アイ
デンティティ、双方が大きく変わってゆく状況を反映しているという共通点を持っている。
ベリョが年長だが本論文で扱う主要作品の発表はエレディアが先立ち、また早世したエレ
ディアに対してベリョはその死後の 1840 年代まで執筆を続けていたことなどから、どち
らを先に論ずるかは難しい問題だが、本論文では「詩神への誘い」のマニフェストとして
の意義を踏まえ、ベリョを先に取り扱うこととする。
第 2章はこのようにベリョの詩作品を論じ、まず第 1節で「詩神への誘い Alocución a la
Poesía」(1823)のマニフェストとしての重要性とそこでの自然の扱い方の新しさを、独立
戦争以前のベリョの作品「アナウコ川 El Anauco」(1800)と比較しながら明らかにする。
この詩においては、イスパノアメリカとスペインを含むヨーロッパの間には、二者択一を
迫るはっきりとした断絶があるとされており、詩神と共に読者はヨーロッパを離れイスパ
ノアメリカを選ぶよう誘われる。これは出身地カラカス周辺（現ベネズエラ）の自然を
ヨーロッパのものと併置して謳うことで、その価値をヨーロッパに比肩するものとして称
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揚しながらも、両者の間に断絶ではなく連続性を意識していた「アナウコ川」とは大きく
異なっている。「詩神」においてイスパノアメリカの自然の豊かさは、そのナショナル･
アイデンティティの基盤として称揚され、独立戦争の武勲と共に生まれ来るべき新生イス
パノアメリカの国民文学を形成する素材として提示されている。一方で独立後の国家がど
のような形で形成されていくかいまだ不明だった時期に書かれた「詩神」においては、イ
スパノアメリカ全体の自然と歴史を描くそれぞれの部分は、一応ベリョの故郷であるカラ
カス周辺と、独立戦争の英雄でありベリョの弟子でもあったボリーバルに集約される構成
にはなっているが、イスパノアメリカ全体を 1つのネイションと見なす意識と自分の故郷
への愛着との間の揺らぎが解消されないまま、ともすれば散漫でカタログ的な列挙になり
がちであった。
第 2 節ではこれに対して、もう 1 つの代表作である「熱帯地方の農業に捧ぐ A la
agricultura de la zona tórrida」(1826)を論じ、この作品が「詩神」の弱点を、熱帯地方に舞
台を絞り、開墾という行為を導入することによって克服し、より統一感がありダイナミズ
ムを伴う、文学的に完成された形で、独立戦争後の国土再建プロジェクトの提言と、新生
イスパノアメリカ諸国のアイデンティティの拠り所となる自然描写を一致させて提示して
いることを明らかにする。またこの作品では博物学的な語彙注が用いられており、この手
法は 20世紀前半の地方小説でも受け継がれ、イスパノアメリカ文学における伝統とも
なってゆくが、そこにはヨーロッパ的近代自然科学のディスコースを援用することによっ
て、スペイン支配の歴史から切り離した形でイスパノアメリカの自然を再占有しようとす
るベリョの意図がうかがわれる。と同時にこの手法は、本来住民にとっては自明であるは
ずの事物に、あたかもそれが読者には未知のものであるかのように注を付けることによっ
て、植民地支配者･非イスパノアメリカの視線をイスパノアメリカ知識人が内面化してし
まっていることを示している。そして終幕では新生イスパノアメリカ諸国への呼びかけが、
明らかに熱帯地方に限定されていたこの詩での農業賛美を、汎アメリカ主義的な規模に広
げているが、そこには「詩神」におけると同様の、イスパノアメリカ全体と故郷カラカス
周辺に分裂したベリョのアイデンティティ意識がうかがわれる。しかし亡命先のロンドン
で書かれた「熱帯地方」においては、この分裂はベリョの等しく双方に向けられた望郷の
念によって解消され、大きな問題とはなっていない。
第 3節ではシモン・ボリーバルに代表される汎アメリカ主義的な活動が行き詰まり、各
国別のナショナリズムが成立するようになった 1840 年代半ばにチリで書かれた未完の長
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編詩『亡命者 El proscrito』(1844? '45? - )の自然描写を分析しする。ロンドンでの亡命生
活に疲れたベリョは、故郷ベネズエラへの帰還を断念、招聘されチリに渡って以降、この
地でその死に至るまで多方面にわたって活躍した。地位も名誉も得て成功を収めたと言え
るこの地で書かれた『亡命者』は、独立運動期のチリを舞台に、チリ人の登場人物たちの
ロマンスを描くという、汎アメリカ主義的な意識を断って、ナショナル･アイデンティ
ティの対象を新生国家チリに限定した、新しい時代の国民文学としての条件を備えた作品
である。にもかかわらずその第 3歌では、これまでとは異なり特定の国家と結びつけられ
ることのない、国境を超えることのできるものとしての自然が、ベリョ自身と覚しき語り
手の望郷の念を託される。1820 年代の「詩神」と「熱帯地方」では同時に成立していた
汎アメリカ的なアイデンティティと地域に根差したアイデンティティが分裂し、1840 年
代には新たに成立した国家を単位とするナショナル・アイデンティティが、それも他のイ
スパノアメリカ地域からやって来てその国で多大な功績をあげている人物を疎外するほど
強固に確立されてきていたことが、この分析によって確認される。
第 3章では時代を少し遡って、エレディアの詩作品を論ずる。第 1節では祖国キューバ
以外のアメリカの自然を扱った代表作「チョルーラ神殿にて En el teocalí de Cholula」
(1820)と「ナイアガラ Niágara」(1824)での、視覚的な自然描写の新しさを論ずる。両者
は共に、新古典主義的な非時間的な認識ではない、時間の経過に伴って行われる知覚とし
ての新しい視覚観に則って、夕暮れの光の変化や瀑布を流れ落ちる水の動きを刻一刻と捉
えるロマン主義的な視覚表象を行っている。これらの作品では知覚のプロセスは内面にお
ける思索と結びつき、外界の描写がそのまま主体の感情や思想と共鳴するものとして行わ
れてゆく。その一方で、「チョルーラ神殿にて」における観察する語り手の帰属するネイ
ションは極めて曖昧であり、その描写や展開が影響を受けているフランスのオリエンタリ
スト、ヴォルネーの『廃墟』におけるものと同様の、西欧知識人により非西欧支配のため
に向けられる視線と区別がつかない。また「ナイアガラ」では、語り手がキューバ人とい
う自らの出自を意識するやいなや、異郷の自然だが支配の対象とはなり得ないアメリカ＝
カナダ国境にあるナイアガラ瀑布は、主人公を亡命者として拒絶する異質な存在として立
ち現れることになる。これらの作品では、視覚描写は自己占有によるナショナル･アイデ
ンティティの確立のためには、いまだ用いられていない。
これに対して第 2節では、「太陽に捧ぐ Al Sol」(1821)や「嵐の中で En una tempestad」
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(1822)のような、キューバの自然を直接謳った詩作品を分析し、これらの作品においては
確かにキューバ独自の自然環境が生き生きと描かれているが、ナショナル･アイデンティ
ティと結びつけられてはおらず、あくまでも内面吐露の契機として導入されていることを
示す。またキューバ独立運動に関与して亡命を強いられた後に、祖国への望郷や政治的独
立への思いを謳った「憂鬱の快楽 Placeres de melancolía」(1825)などにおいては、椰子や
バナナなどのキューバとかかわる自然が言及されるが、それらはある絵画的な情景を形成
するような視覚描写をされて、ナショナル･アイデンティティの基盤となるべき祖国の風
土として提示されるのではなく、あくまでもキューバを象徴する個別の要素として扱われ
ていることを指摘する。
第 3節ではそのようなエレディアにもベリョの生み出したディスコースが影響を及ぼし
たことを、亡命先のメキシコで書かれた「メキシコ学院開校式にて En la apertura del
Instituto Mejicano」(1826)の分析によって明らかにする。この詩においては、メキシコだ
けでなく新生イスパノアメリカ諸国全体を意識しながら、イスパノアメリカの自然環境に
触発され、それを素材とした文学作品を作りだす意義が訴えられている。ここでは自然の
価値を見出せなかった旧来の支配者（スペイン人）への批判と、新たに誕生したネイショ
ンの風土の独自性に基づく自負が対比的に描かれており、ベリョの「詩神への誘い」の影
響が強くうかがわれる。またこうした自然観がエレディアにとっては例外的であり、その
完成度も高くないことから、彼の資質に合わないこうした作品を書かせるほど当時「詩神」
が大きな影響力を持っていたことが確認できる。
続く第 4章と第 5章は、共にアルゼンチンのロマン主義を代表する作家、エステバン・
エチェベリーアとドミンゴ・ファウスティーノ・サルミエントが、スペインからの独立は
いち早く達成したものの、国内における政治的対立を克服する必要に迫られたアルゼンチ
ン知識人として、国内の敵対勢力をどのように表象し、ディスコース上で「国内」に統合
しながら、パンパをアルゼンチンを象徴する自然環境として提示するに至ったかを分析す
る。
第 4章では主にエチェベリーアの文章を論ずるが、第 1節ではそれに先んじて、比較的
スペイン植民地支配体制の外れに位置し、18 世紀に急速に発展したことから、スペイン
本国との精神的な距離を意識しやすく、また他のネイションを形成することになる地域と
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は言語や自然の障害により境界を画しやすかったアルゼンチンにおける、対外的ナショナ
ル･アイデンティティ形成の早さを紹介する。またその一方で独立直後から続く、ブエノ
スアイレスを中心とする中央集権派と地方分権派のカウディーリョたちとの対立に起因す
る内戦と、見かけ上の統一を果たしたロサス独裁政権下における自由主義者弾圧を受けて、
これに取って代わる自由主義的でかつ統合的なナショナル･アイデンティティを形成する
必要を感じて活動を始めた、エチェベリーアやサルミエントを含む、37 年世代の知識人
たちについてまとめる。
第 2節では、独立が順調に達成された後の時代で主に活動したエチェベリーアのネイ
ション観が、前章までで論じたベリョやエレディアの汎アメリカ主義的な意識と異なり、
一貫してアルゼンチン一国を意識したものになっていることを、まず彼の政治的文章から
明らかにする。続いて次節以下で論ずる「虜囚 La cautiva」が収録されている『詩集 Rimas』
(1837)序文から、彼の「国民文学」創出への明確な意思と、それがパンパというアルゼン
チン特有と見なされる風土の描写によって行われるという考えを紹介する。そしてその言
説の分析を通して、エチェベリーアにおいては、国民文学や国家に材料を提供するがそれ
自体としては価値を持たない「内なる他者」と、それを利用しながらネイションを作り上
げてゆく支配者たる主体が、分裂した 2つのアルゼンチンとして想定されていることを明
らかにしてゆく。
第 3節ではエチェベリーアの長編詩「虜囚」前半部における先住民とパンパのオリエン
タリズムに即した表象の意味を、先住民の殲滅という政治的プロジェクトとの関連から論
じる。「虜囚」第 1 歌は、既に第 3 章で論じたエレディアの「チョルーラ神殿にて」冒頭
部や、「チョルーラ」も依拠していたヴォルネー『廃墟』の強い影響下にある。アルゼン
チン独自の自然風土を描くことで国民文学を確立することをあれほど主張していたエチェ
ベリーアが、この部分で外国人作家が他の地域を対象に行った描写に依拠するのは、一見
矛盾に思われる。しかし「虜囚」においては、「独自のもの」としてナショナル･アイデ
ンティティの基盤となるべき自然環境の占有だけではなく、当時白人入植者を脅かしてい
た先住民の殲滅という政治的プログラムの主張も行われている。第 1歌におけるオリエン
タリズム言説の援用は、オリエント的として表象された先住民に対する最終的な「西洋」
＝白人入植者の勝利を正当化し、現実に先立って言説上で描き出すために、いったんはパ
ンパの独自性描写を犠牲にしてまでも行われているのである。
これに対して第 4 節では、「虜囚」後半部における主人公たちのパンパ彷徨に伴う自然
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描写を分析しながら、ベリョが「熱帯地方の農業に捧ぐ」で導入した語彙注という手法を
利用しつつ、エチェベリーアがいかにパンパを独自な、しかし主人公たちを苛む過酷な環
境として描いているかを分析する。ここでは「熱帯地方」とは異なり、語彙注は中立な学
問の場において共有されるべき情報を提示するために用いられているのではなく、「外国
人読者」のまなざしを導入し、その権威を利用することによって、国内の他者を支配する
ための道具となっている。一方パンパの過酷さの一見ネガティヴな描写は、終幕において
主人公たちの苦難に富んだ彷徨をネイションの植民活動の「歴史」として捉え直すことに
よって、今現在先住民討伐が進行中であるフロンティアとしてのパンパを、既にネイショ
ンに組み入れられた領域として提示する。エチェベリーアはこうした操作によって、同時
代的にはアルゼンチンの一部であるとされるながらもいまだ中央政府の支配が完全には行
き届いていない「他者」の領域を、視覚描写によって先行して支配しながら、その特徴を
占有し、アルゼンチンのナショナル･アイデンティティの要素として提示することを可能
にしているのである。
続く第 5章では、両義的な要素を含みながらも、パンパという風土が生み出すアルゼン
チンの典型的な存在としてガウチョを批判対象としたサルミエントの主著、『ファクンド
Facundo』(1845)を分析する。
第 1節では、サルミエントが典型的な人物を活人画として描き出すコストゥムブリスモ
の手法を用いつつ、無名の典型人物ではなく、ある社会集団を代表する存在としての歴史
上の重要人物に注目して、その伝記を描くことを好んでいたことと、『ファクンド』の構
成と基本的な構想について紹介する。
そして第 2節ではまず『ファクンド』第 1章に注目し、国土によって国民性が形作られ
るという風土決定論を前提に、サルミエントがいかにしてパンパとその住民たるガウチョ
を征服されるべきオリエント的な対象として描いているかを分析する。サルミエントは鳥
瞰図的に捉えられたアルゼンチン全土の姿を提示し、地方ごとの様々な差異を指摘しては、
それを平坦で果てしない平原、パンパに還元してゆく。それが風土決定論に基づき、パン
パの住民たるガウチョをアルゼンチン人の典型とする根拠になるのだが、実際には河川地
方や山岳部など、存在を認められながらもその住民への影響は否定されたり言及されない
地域もある。一方でパンパはオリエントと結びつけられ、その住民もまた東洋人的とされ
る。こうした記述は、既に論じたエチェベリーアの場合と同じく、ヨーロッパ･オリエン
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タリズムの権威を利用することにより、ヨーロッパ的とみなされる主体による「オリエン
タル」の支配を正当化する。
こうしてサルミエントは、アルゼンチン全体を不可分な 1つの風土に還元し、かつそれ
をオリエントと結びつけることで、中央集権派の依って立つヨーロッパ的な首都ブエノス
アイレスによって支配されるべき対象として描き出す。しかしその一方で、ガウチョの独
自性はスペインからの独立を正当化し、ナショナル・アイデンティティの基盤となるもの
として称揚されてゆく。この節では『ファクンド』第 5章以降でこうしたイメージがいか
に具体的に展開されているかも合わせて明らかにする。
第 3節では、『ファクンド』第 2章の分析を通して、「国民文学」を成立させる材料とし
てのパンパおよびガウチョへのサルミエントの関心を分析する。サルミエントはここでア
メリカ合衆国の J. F. クーパーと「虜囚」のエチェベリーアを高く評価しているが、何よ
りもそこで描かれる風土の特異性と、そこから生み出された風俗が描かれているかどうか
が重視される箇所となっている。しかしガウチョはあくまでも外部から活人画として描き
出される材料として扱われ、彼らの歌が直接アルゼンチン文学の形式あるいは部分となる
とはみなされていない。そこには重点に差異こそあれエチェベリーアと同じく、ヨーロッ
パ的･自由主義的な知識人により利用されるべき素材としての風土･風俗の独自性という考
えが表れている。
またサルミエントは、ガウチョとアルゼンチン人を同一のものとして扱われているが、
実際には彼自身山岳部の出身で、パンパを見たことがないまま『ファクンド』を執筆して
いた。こうした矛盾は、『ファクンド』という言説における戦略によって理解可能となる。
「アルゼンチン人」と「ガウチョ」の間に現実には存在するずれが、作者＝読者をしてそ
れぞれを目まぐるしく同一視したり分離したりする言説によって、「自国」アルゼンチン
の特徴と問題点を客観的に分析する距離を確保ししながら、同時に「外国人」として自ら
を疎外することなく、ロサス独裁政権を支持するカウディーリョと、その支持層たるガウ
チョを言説において支配する特権的な立場を維持させる。同様にこの言説上の操作は、ナ
ショナル･アイデンティティの基盤として対外的に示しうる自然や風俗の特徴を認識し材
料として利用しつつ、なおかつ外国人作家による文章とは異なるものとして自らを位置づ
ける国民文学の創出を可能にする。そして『ファクンド』の伝記部分においては、この特
権的な視座はブエノスアイレスと結びつけられ、他の地方を視覚的に支配することはあっ
ても、自らは見られることのない一種の集合精神であるかのように示されているのである。
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かくして我々は、1800 年に執筆されたベリョの「アナウコ川」から 1845 年に発表され
たサルミエントの『ファクンド』まで、ほぼ半世紀にわたるイスパノアメリカ文学におけ
るナショナル・アイデンティティと自然描写の関係を分析してきた。この間に生じた変化
を大まかにまとめると、以下のようになる。
１．政体の変化 1800 年にはいまだブルボン朝スペインの植民地体制下にあったイスパ
ノアメリカは、10 年代に始まる独立戦争期を経て、40 年代にはキューバなど一部地域を
除いて独立を確実にしていた。この間 20 年代にはボリーバルらの提唱する汎アメリカ主
義が力をもったこともあったが、最終的には現在のイスパノアメリカ諸国に近いかたちで
独立国家が形成された。副王領など植民地時代の行政単位がその基礎となることが多かっ
たが、メキシコとキューバの事例にみられるように、その領域は必ずしも一致するわけで
はなかった。また国境線の内部では、1840 年代になっても、地域毎の利害の衝突からし
ばしば内戦が勃発しており、国内政治状況の安定が大きな課題となっていた。
２．ナショナル・アイデンティティの変化 1800 年の「アナウコ川」の時点では、植民
地体制下にあるイスパノアメリカと旧大陸・スペイン本国の間には、差異は認識されてい
たものの、断絶よりは連続性の方が意識されていた。1820年に書かれたエレディアの
「チョルーラ神殿にて」「ポポカテペトル山に」でも、クリオーリョである作者と先住民
との距離よりも、スペイン人・ヨーロッパ人との距離の方が近く受け止められていた。し
かしベリョの「詩神への誘い」（1823）を嚆矢として、スペイン本国やヨーロッパとイス
パノアメリカの間には大きな断絶が想定されるようになった。ベリョをはじめとする作家
たちは、政治的な独立を正当化するべく、イスパノアメリカの独自性を強調し、対外的な
ナショナル・アイデンティティの確立を進めていった。
これに対してイスパノアメリカにおいて作家たちが帰属先と想定するネイションの範囲
は、彼らの直接の郷里と想像する政治体制の領域の間で揺れ動いていた。1820 年代のベ
リョやエレディアの作品においては、ベネズエラやキューバといった出身地への愛情が表
明される一方、それは彼らが旧スペイン支配圏全体や、さらには新大陸全体の連合を求め
る汎アメリカ主義的な理想を掲げたり、チリやメキシコのように現在では別国家を形成し
ている地で活動することを妨げるものとしては捉えられていなかった。しかし同時期に各
地域での新しいネイションの枠組みも急速に確立されていっており、彼らの活動を「外国
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人」であるという理由で阻害する動きも早くも生じていた。1830 年のボリーバルの失意
の下での死は、汎アメリカ主義の退潮を象徴するものであった。
「虜囚」(1837)、『亡命者』(1844?- ?)、『ファクンド』(1845)にみられるように、1830
年代後半から 40年代においては、既に独立各国別のネイション意識は確固たるものと
なっており、それはエチェベリーアやサルミエントのような独立戦争期に幼少年期を過ご
した世代においては自明のものと受け止められる一方、ベリョをその「第 2の祖国」での
活動・評価にもかかわらず疎外するほどであった。この時期ナショナル・アイデンティ
ティは、独立を正当化するため対外的に主張されるものから、ネイション内部の「他者」
を征服し、国 民 国 家のあるべき統合を実現するために主張されるものへと変化していた。
ネイシヨン・ステーツ
３．視覚的自然描写の変化 18 世紀ヨーロッパで一般化していた自然への関心や、ネイ
ションの前提となるものとしてのその独自性への意識、そして視覚認識へのこだわりは、
新古典主義の強い影響下にあった 19世紀初頭からロマン主義全盛期である 19世紀半ばま
で、変わることなく維持されていた。しかしこの時期には視覚に対する考え方が大きく変
化し、それが自然描写にも影響を与えることになる。
新古典主義時代においては、視覚は特定の個人や状況に左右されない普遍的な知を最も
的確に表現するものと考えられていた。このパラダイムに属していたベリョの作品におい
て、自然は非時間的・普遍的な相の下に捉えられ、カタログ的に列挙されていた。こうし
て描き出された自然を、イスパノアメリカ人という特定のナショナルな主体が占有するべ
きものと主張するために、ベリョは自然の視覚描写とは別に労働という行為を描くしかな
かった。一方エレディアは、視覚を特定の主体の内部で起きる主観的な認識行為と見なす、
ロマン主義的な視覚観を身につけていた。そのため彼の自然描写においては、眼前で展開
する自然の光景の描写が、それを見る主体の内面における変化と結びつきながら表現され
ている。ただしエレディアの描く自然は、感情や思想の表現とはなり得るものの、ナショ
ナル・アイデンティティを形成するべき外部にある自然環境としては表象されていなかっ
た。彼が政治的な意識を持って自然を扱う場合、それは視覚描写の対象ではなく、祖国の
象徴として名指される幾つかの風物に還元されるしかなかった。
さて、ナショナル・アイデンティティの表象装置としてのディスコースの機能という観
点からみるならば、ベリョにおいては視覚による自然占有が非時間的に、労働による占有
が時間的に可能な代わりに、視覚による占有は主体をイスパノアメリカ人と特定せずとも
行え、労働による占有はそれを行う人間を他者として語らざるを得ないが故に詩人をその
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活動から疎外してしまうという難点があった。一方エレディアにおいては、自然と内面が
完全に同調する状態では政治的に占有されるべき外部が不在になり、外部の他者性が意識
されると主体が視覚の対象から疎外されたり、ベリョ同様そのアイデンティティが曖昧に
なるという問題があった。
これに対してエチェベリーアとサルミエントは、ベリョの政治的な自然の扱いとエレ
ディアのロマン主義的な視覚描写を結びつける。そこではロマン主義的な視覚描写に含ま
れる時間経過が、ネイションという集合的な主体に関わる「歴史」として読み替えられ、
ネイション内部の「他者」に向けられた視線による支配が、政治的な主体による「他者」
の征服活動と結びつけられる。当初「他者」として外部に存在していた自然やその生み出
す社会は、この二重のプロセスによって政治主体によって（自己）占有され、自らのアイ
デンティティのシンボルとして利用できるようになる。彼らはそれによって、先住民やガ
ウチョを征服の対象にしながら、パンパという自然環境やガウチョという他者そのものを、
アルゼンチンの自己イメージとして占有することに成功したのである。
以上が本論文が分析の対象とした、19 世紀前半に起きた政治的・言説的な大きな変化
の概要である。しかし本論文を結ぶに当たって、注意を喚起しておきたいことがある。そ
れは以上の変化をリネアルで不可逆なものと見なしたり、さらには発展段階論的に「進歩
・進化」として捉えるべきではないということである。本論文で扱ってきたのは、ディス
コースの政治的な機能の 1つであって、それが円滑に機能しているか否かは、作品の芸術
的な質と必ずしも結びつくものではない。さらにこのような機能が一見自然に、矛盾なく
作用するようになったとしても、それは単純にポジティヴな「進歩・進化」としてとらえ
られるべきではなく、むしろ我々ディスコースの受け手が、あまりに自明のものとして受
け止めてしまっているが故に不可視になっている前提や価値観が、そこに含まれているこ
とにこそ注意する必要がある。
また政治的なコンテクストが変われば、ある時代まで進行してきたディスコースの「洗
練」が新しい時代のコンテクストに合わなくなり、逆に一度は捨て去られた種類のディス
コースが改めて取り上げられることも十分あり得る。例えば本論文で扱う時代においては
徐々に有効性を失いつつあったかに思われる汎アメリカ主義的なディスコースは、19 世
紀末からはアメリカ合衆国とイスパノアメリカの緊張関係などを背景に、再び力を持ち直
してくる。汎アメリカ主義的な思想をモデルニスモの手法で描いたペルーの詩人チョカー
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ノの『アメリカの魂 Alma América』は 1906年、ノーベル賞受賞者であるチリの詩人パブ
ロ･ネルーダの『大いなる歌 Canto general』は 1950年の作である。
しかもこうした「振れ」は、必ずしもクロノロジカルに前後しながら起きるわけではな
い。本論文や文学史的な記述をリネアルに捉えると、ベリョの汎アメリカ主義的な詩想は、
エチェベリーアやサルミエントの時代には既に古くさいものと見なされていたかに思われ
るかもしれない。しかし「詩神への誘い」を巻頭に据えた初の総合的イスパノアメリカ詩
アンソロジ 『ー詩的アメリカ』が刊行されたのは、『ファクンド』が最初に連載された 1845
年より後の 46 年であり、編集に当たったのはエチェベリーア、サルミエントと共にアル
ゼンチン 37 年世代に含められるフアン･マリーア･グティエレスである。エチェベリーア
とサルミエントの革新が、クロノロジカルに配置した場合にいかにベリョやエレディアの
「後」に来るものであっても、「詩神」の受容や評価は彼らの作品と同時代になおアク
チュアルなものとして行われていたのである。
ナショナル・アイデンティティのシンボルとして自然描写を利用する、本論文で扱って
きたものを含む幾多の言説は、時に先行する言説を援用し、時に批判しながら、常に参照
項として利用しつつ、1 つの巨大なアーカイヴを作り上げてゆく。そこで意識される「他
の言説」は、西ヨーロッパやアメリカ合衆国のものに限られてはいない。イスパノアメリ
カにおける先行するあるいは同時代の言説もまた、本論文でみてきたように、敷衍するた
めであれ、批判的に取り上げるためであれ、重要な参照項となっている。このような相互
参照は、19 世紀半ばには「ナショナル・アイデンティティのシンボルとしての自然」を
ほとんど自動的に詩として謳いあげることが可能なほどに洗練されたメカニズムを作り上
げていたが、そのことは逆にこのメカニズムに即して生み出される作品を、ともすれば同
工異曲のクリシェとしてしまうという問題も引き起こしていた。
例えば本論文では紙幅の関係で分析の対象から外さざるを得なかったが、19 世紀前半
のナショナル・アイデンティティと結びついた自然描写を総括するような作品であるホセ
・マルモルの詩集『巡歴者の歌 Cantos del Peregrino』(1847)には、同国人エチェベリーア
やサルミエントと共通するアルゼンチン・ナショナリズムが自然描写と結びついて表現さ
れる詩が収められる一方、ベリョ的な汎アメリカ主義の名残や、エレディア的な自然と内
面の同調を扱った作品も含まれている。現在では長編小説『アマリア Amalia』の作者と
してのみ知られると言ってもいいマルモルだが、同時代的には『巡歴者』の詩人としてこ
そ高く評価されていたことからも、その人気の程がうかがわれる。にもかかわらず現在こ
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の作品の評価があまり高くないのは、ロサス独裁政権を逃れて南米各地を彷徨うマルモル
自身のアルター・エゴともいうべき主人公が折々に作ったという設定でこの詩集にまとめ
られた様々な詩が、よく書けてはいるものの、先行作品の洗練された反復の域を超えられ
ていない場合が多く、オリジナリティがあまり感じられないからである。また 19 世紀後
半のイスパノアメリカでは多くの詩人が活躍し、自然を扱った詩も多数存在しているにも
かかわらず、現在本論文で扱った詩人たちの後、あたかも 19 世紀末のモデルニスモ前夜
に至るまでイスパノアメリカ詩が低調であったかのような印象が持たれてしまうのは、そ
れらの作品が対象とするネイションと風土を変えただけで、やはり先行作品と同工異曲の
作りとなってしまうことが多いためである。あまりにも巨大で精緻なものとなってしまっ
たメカニズムは、自己反復という袋小路に陥ってしまったのである。
こうした一般化した自然の捉え方・描き方が一面的であり、違う切り口があるのではな
いかという問題意識は、イスパノアメリカの作家たちを異なる道の模索へと誘ってゆく。
ベリョの『亡命者』における自然が、もはやネイションの独自性を示すものとしての描写
の対象になっていないことは、既に本論文でも述べた。また実際にパンパを見、ロサス打
倒のための戦闘に参加した経験に基づいて書かれたサルミエントの『大軍での遠征
Campaña en el Ejército Grande』(1851)では、より具体的で個別的な自然描写がされている
ものの、それらは『ファクンド』におけるように政治的な目的に合わせて整理･利用され
るどころか、戦闘描写同様、歴史的・社会的な意義と実際に目撃される「現実」とのずれ
を表すために作中断片的に散りばめられ、風土のまとまったイメージをもたらすことはな
い。そして詩における自然描写のパターン化を打破しようとするかのように、19 世紀後
半には確立されたネイション内部の地方を自然主義的リアリズムの手法で描写する、
キューバのゴメス＝デ＝アベリャネーダの『サブ Sab』(1841)やコロンビアのホルヘ・イ
サアクスの『マリーア María』(1867)、エクアドルのフアン・レオン・メラの『クマン
ダー Cumandá』(1879)などのように、新しい自然描写はむしろ小説で模索されるように
なる。
とはいえ 19世紀後半以降になっても、本論文で扱ってきた 19世紀前半の言説の参照や
「復活」はやむことはない。自然主義文学の代表ともされる 19世紀末から 20世紀初頭の
「地方小説」に語彙集の手法が受け継がれていることは、既に述べたとおりである。一方
国境紛争が続いたウルグアイにおいてナショナル・アイデンティティのシンボルとして自
然を描いたソリーリャ＝デ＝サン＝マルティンの長編詩『タバレ Tabaré』が登場したの
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は 1886 年。汎アメリカ主義的なディスコースとむすびついた自然描写も、先に述べたよ
うにチョカーノやネルーダの作品に形を変えて現れる。そして視覚的な自然描写と見る主
体の物理的な移動を、イスパノアメリカ全体のアイデンティティおよび歴史記述と結びつ
けたカルペンティエルの代表長編『失われた足跡 Los pasos perdidos』(1953)もまた、本
論文で取り扱った作家たちの言説を受け継ぐものである。
本論文では、紙幅の関係でマルモル以降のこうした作品の分析を断念せざるを得なかっ
たが、今後はこれらの分析を続けて行うことで、現代に至るイスパノアメリカ文学におけ
るナショナリズムや汎アメリカ主義と自然描写の関係を明らかにしてゆくつもりである。
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